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[はじめに] 

 Ⅰ-Ⅲ-Ⅵ2族のカルコパイライト系半導体ナノ粒子においてⅠ族元素のⅢ族元素に対する組成

比を減少させると、発光波長が変化し、同時に発光量子効率(PL-QY)が増加することが知られて

いる[1][2]。AgInS2ナノ粒子では Ag/(Ag+In)=0.37 の組成で PL-QYが 70%と高い値が報告されて

いる[1]。しかし、発光特性が変化する理由はまだ明らかにされていない。我々は Ag組成を制御

した AgInS2ナノ粒子を合成し、Ag組成と発光特性の関係を調査した。 

[実験と結果] 

 ナノ粒子試料は液相での金属錯体の熱分解[3]により

作製し、Ag/(Ag+In)比(RAg)を 0.51~0.11の間で変化させた

7つの試料を合成した。図 1に各試料の X 線回折パター

ンを示す。図中の数値は EDX で測定した RAgである。低

角度側に見られるシャープなピークは残留している金属

錯体によると考えられる。RAg=0.51~0.33 では正方晶の

AgInS2に近い回折パターンが得られたが、RAg≦0.18で

は回折線の角度と数が一致していない。回折線幅から見

積もった粒径は RAg= 0.51の試料で約 4.0nmである。 

 発光寿命と PL-QY を測定して、輻射再結合確率 krと

非輻射再結合確率 knrを求めた。図 2にいくつかの試料の

PL-QY と kr、knrを示す。RAgが 0.51から 0.47に減少する

と PL-QYは 28%まで増加した。このとき krの変化は小

さいが、knrは減少した。したがって PL-QYの向上の原

因は非輻射再結合中心となる欠陥が減少したためと考え

られる。RAgが 0.37まで減少すると PL-QY は大きく減少

した。他の組成の試料についても測定をおこない、発光

特性に対する Ag組成の影響に関して議論する。 
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Fig.1 XRD patterns. 

Fig.2 Composition dependence  

of PL-QY, kr and knr. 
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